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新
学
合

完
成
報
告

と
募
金
事
業

へ
の
謝
辞

大
壇
真
宗
学
院
長

海
著
原
　
章

こ
の
た
０
　
人
川
真
宗
十
院
の
十
合
が
”
●
い
た
し
ま

し
た
　
今
●
〓
拘
十
五
■

―――
に
教
務
所
土
り
と
し
て
■
籍

い
た
し
　
，
の
折
工■
匠
幹
■
と
し
て
■
“
に
■
わ
ら
せ
て

●
た
た
い
て
お
り
ま
し
た
　
そ
の
当
初
よ
り
も
以
前
か
ら

十
院
独
自
の
施
設
を
獅
え
た
い
と
●
う
思
い
が
あ

●
た
ｏ

と
は
‘
用
い
た
し
て
お
り
ま
し
た

そ
の
崚
　
人
”
教
脩
所
長
と
し
て
ご
当
地
に
再
崚
赳
，

し
　
，
つ
在
崚
中
に
学
院
の
学
舎
竣
１
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
た
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
り
に
も
恩

一
て
お
，
ま
せ
ん

で
し
た
　
真
京
学
院
は
中
す
ま
で
も
な
く
　
真
宗
人
谷
派

の
教
師
資
格
を
取
得
す
る
■
“
機
関
で
あ
り
ま
す
が
　
仏

法
を
伝
え
　
人
が
誕
上
し
て
い
く
大
切
な
場

で
も
あ
，
ま

，●て て れ て
お   ば ま 向
)九   ヽヽ 後
ま  九  今  ,
す ― あ ま i
三 る J円

こ 万 人   を

" 
人   |: ll

ム ●ヽ 1` 立  ,

はりき聾t
少 す 1,保 環
|[ る ,ヽ 障 境
会 と 1 人  II
の  ヽ に 1' JI
到  う (ま  lf il
米 ●l i題 に
自 ,[ 11 餃
体 11人 ヽ [
は 示 を ,析 (
不 き ll`な
可 れ ,よ ・

避
で
あ
り
ま
す
が
　
〓
，
い
う
時
代
で
あ
る
０
故
に
　
，
々

な
■
味
て
次
世
代
を
担
う
人
●
く
り
を
し
て
い
が
な
け
れ

市
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す

そ
う
い
，
意
味
に
お
い
て
　

ヽ
の
学
会
が

一
つ
の
拠
点

と
な
り
　
人
が
上
ま
れ
市
ま
れ
て
い
く
ら
に
な
る
こ
と
を

念
動
し
て
お
，
〓
寸

最
後
に
な
０
ま
し
た
ｒ
　
Ｔ
雌
卒
Ｌ
生
　
同
吉
生
の
古

様
か
ら
寄
付
金
並
び
に
肺
品
■
の
寄
中
に
心
よ
う
御
社
中

し
あ
げ
ま
す
　
そ
し
て
　
同
窓
会
高
”
会
長
は
し
あ
役
Ｌ

の
方
々
に
は
　
十
航
■
●
に
あ
た
，
ご
配
ｒ
を
珀
い
て
お

，
ま
す
こ
せ
　
さ
ら
に
学
に
の
学
ξ
ヽ
地
の
整
備
を
■
的

と
し
た

「■
泄
募
↑
１，
業
」
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
円
，

ｉ
し
た
こ
と
衷
心
よ
０
御
礼
中
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
り
ま

，，

一
カ
て
　
別
院
の
境
内
を
■
院
の
た
め
に
は
提
供
て
き

■
●
ｔ

●
　
＋
囃
■
に
し
か
使
則
し
な
い
塾
物
は
不
要
て

あ
る
等
を
理

‐――
に
　
後
ろ
向
き
な
発
吉
が
札
さ
　
‐‐―‐‐
々
結

論
●
■
ｆ
　
設
計
臨
理
業
者
決
定
後
　
着
●
ま
で
に
　
年

と
い
う
月
日
を
費
や
し
た
こ
と
は
■
常
に
残
念
て
し
た
が

教
団
の
■
状
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た

こ
の
よ
う
な
理
択
で
あ
る
か
ら
こ
そ
　
我
々
は
　
「
心

に
帰
，
　
信
心
の
行
人
を
■
み
―――
す
●
伽
の
形
成
を
め
ぎ

し
て
　
同
則
と
共

に
心
新
た
に
取
り
組
み
を
始
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん

既
に

『真
ｉ
」
一
一●

一
四
年

一
●
月
号
一に
掲
戦
さ
れ

¨
大
垣
教
報
¨
新
年
■
に
同
封
さ
れ
た

「
募
■
，
■
」
の

■
ラ
ン
通
，
　
新
ｔ
●
●
―
ス
を
開
設
し
ま
す

よ
，
多
く
の
方
に
学
び
の
円
を
待

一
て
い
た
だ
け
る
よ

う
　
●
――――
て
も
　
夜
――――
で
も
　
　
Ｈ

一
フ
一
の
授
■
を
週

日
　
２
計
い
た
だ
け
る
０
１
ス
で
す

■
に
は
　
仏
枚
を
十
，
た
め
の
に
■
の
研
修
会
　
牛
習

全
に
も
利
用
し
や
す
い
　
Ⅲ
な
つ
た
ち
に
開
か
れ
た
施
設

成

学
院
指
導
主
任

府
橋
　
賢
白

何
よ
う
も
ｉ
す
　
浩
成
餃
六
年
余
”
人
ヽ
真
ボ
■
雌
同

憲
会
の
み
■
き
ま
●
■
子
■
を
超
え
る
界
¨
や
　
多
く
の

刷
ま
し
”
声
を
寄
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
こ
尽
力
　
こ
支

援
　
ご
出
力
に
　
豫
と
の
謝
ゴ
を
表
し
ま
す

を
“
ざ
し
た
い
―

の
で
す

ご
緑
を
薔

ん
で
い
た
だ
け
そ
う
な
方
を
　
ぜ

０
お
よ

い

く
だ
さ
●

同
窓
■
の

一
人
ひ
せ
０
が
　
「
我
が
，
る
０
と
　
と
感

し
ら
れ
る
よ
う
な

「
呼
応
道
場
」
を
あ
ざ
し
ま
す

●
な
〓
応
長
を
お
鞭
い
し
ま
す
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新
学
合
葉
滋
募
金
事
業
ご
寄
”
ご
方
名

一
覧

●^
十
，
Ｍ
　
，
〓
‘
）

【指
導
の
先
生
方
　
そ
の
他
の
方
】

鋲
ユ
等

　
一
色
頭

゛
　
五
辻
文
暉
　
稲
口
普
賢
　
僣
葉
当

竜
　
稲
葉
逆
夫
　
歯
丼
え
蔵
　
海
老
標
準
　
ｔ
楽
崚
樹

大
城
邦
晨
　
片
野
道
雄
　
禿
て
正
　
黒
”
法
咬
　
柱
華
淳

祥
　
児
工
允
　
菫
雄
燎
濠
　
Ｔ
じ
秦
史
　
高
ホ
鴻
子
　
商

橋
贅
愴
　
察
橋
賛
ま
　
竹
中
簗
真
　
太
宰
行
僣
　
太
辛
不

二
夫
　
泄
菫
樹
　
経
森
言
史
　
招
秋
薔
　
粕
庭

´
道
　
讀

部
浩
暑
　
林
宣
洋
　
林
ス
照
　
痰
瀬
据
　
福
３
光
執
　
藤

丼
学
　
不
破
仁
　
星
絆
美
昭
　
，
３
”
■
　
鵬
淵
漁
映

来
幸
晃
　
わ
口
彙
雄

【
同
窓
生
の
方
　
在
院
生
の
方
】

響
民
千
世
子
　
態
椰
０
　
，
井
夫
雄
　
朝
會
わ
〓
　
而
森

ホ
綿
　
新
井
工
朝
　
有
佼
欣
哉
　
安
羅
善
人
　
気
口
幸
美

子
　
池
田
牧
　
市
橘
隆
子
　
市
摘
紀
千
　
伊
苺
口
苺
　
伊

来
た
　
椰
坦
破
　
稀
川
な
み
子
　
相
川
精
茂
　
稲
筆
■
子

枯
葉

一
戌
　
精
薫
佳
代
　
稀
薫
絆
道
　
楷
業
唸
子
　
積
黄

ま
ゆ
み
　
稲
棄
基
明
　
稲
葉
亮
邁
　
丼
■
■
佳
千
　
今
井

鉄
刊
　
岩
ｔ
暮
大
　
岩
月
ｔ
■
　
歯
丼
と
よ
テ
　
自
井
ｔ

宇
野
郡
苦
千
　
浦
川
ｔ
挙
　
上
清
水
信
場
　
大
屁
美
雪

大
，
崚
子
　
天
谷
奉
　
天
補
た
千
　
火
補
正
子
　
小
二
，

塁
子
　
■
■
■
ま
や
　
鮫
ロ
エ
人
　
尋
断
書
粒
　
海
死
苺

子
　
■
キ
千
　
凩
建
ら
　
ス
電
サ
十
　
”
癖
■
史
　
加
藤

苺
枝
　
力
納
の
ぶ
ゑ
　
茄
納
正
繹
　
亀
井
発
　
月
合
民

川

０
業
幸
　
川
議
入
仁
夫
　
九
村
籠
岸
　
清
丼
晨
允
　
清

十
薫
十
　
九
谷
徹
　
國
壕
た
順
　
窓
口
わ
枝
　
鷹
谷
弘
千

果
Ｌ
苺
美
　
柔
ス
エ
弓
　
桑
■
美
＾
子
　
児
円
〓
笑
■

小
島
キ
炒
　
児
■
侵
鼈
　
児
■
朋
寛
　
喪
藤
昭
千
　
小
違

ヽ
道
　
■
↓
炭
躍
　
小
れ
法
躍
　
蘇
藤
倭
薔
　
佐
々
ホ
椰

子
　
佐
々
ホ
衆
子
　
化
竹
輩
　
佐
竹
広
笑
　
ｔ
竹
“
理
子

佐
竹
彙
樹
　
佐
離
晃
　
佐
藤
薇
戌
　
佐
摩
幸
凛
　
二
様
寿

行
　
米
田
美
文
　
渋
谷
満
苦
子
　
“
水
百
合
子
　
杉
原
光

子
　
賛
木
曖
芳
　
鈴
木
恙
千
　
鈴
木
孝
洋
　
針
木
奢
頸

澪
■
，
暉
　
傍
ヽ
仁
集
　
傍
ｔ
光
昭
　
″
島
み
つ
こ
　
高

垣
靡
干
　

●^
ホ
悟
　
竹
中
真
昭
　
竹
中
梵
”
　
＝
中
嫌
千

竹
甘
隆
侵
　
武
山
オ
隆
　
武
慟
真
理
子
　
口
十
寿
昭
　
ロ

や
本
哉
　
渓
賢
順
　
千
葉
や
子
　
澪
波
時
子
　
鶴
泉
共
せ

”
使
午
予
　
キ
今
政
子
　
■
屋
健
毛
　
所
凛
夕
予
　
薔
ロ

係
　
十
川
築
鍵
子
　
末
木
節
夫
　
長
沢
諦
に
　
長
島
蓼
有

長
島
聡
美
　
長
島
雅
〓
　
長
島
万
望
千
　
奈
波
凛
子
　
南

ホ
直
子
　
晰
口
直
　
新
口
ゆ
か
里
　
嗜
‘
芳
テ
　
招
口
輸

野
村
黎
成
　
長
●
正
瞥
　
林
ｔ
子
　
林
美
”
　
早
野
法
れ

早
野
途
　
来
ュ
著
十
　
日
野
掟
売
　
日
野
美
‘
子
　
干
凛

彰
子
　
瑛
温
堪
　
広
瀬
■
文
　
廣
派
昇
　
藤
畢
　
藤
丼
温

‘
　
離
丼
達
子
　
羅
井
苦
予
　
羅
井
や
子
　
藤
確
普
―

藤
森
聟
　
ニ
ホ
淑
，
　
き
川
恒
，
　
不
曖
大
悟
　
不
菫
英

た
　
別
所

一
生
成
　
北
経
貞
行
　
死
済
大
祐
　
長
野
良
範
、

細
川
明
百
　
堀
た
慎
　
堀
炒
子
　
堀
久
子
　
堀
離
手
　
松

丼
壻
司
　
松
岡
旅
う
　
な
ホ
施
チ
　
丸
丼
美
智
薔
　
水
谷

環
千
　
水
谷
贅
工
代
　
水
谷
改
子
　
ネ
谷
順
子
　
水
谷
隆

司
　
水
６
止
信
　
二
■
岳
　
ニ
ユ
■
千
　
二
輪
理
美
子

二
崎
公
業
　
オ
秋
実
　
■
覚
歳
　
癖
辛
正
　
■
人
ユ
　
森

藁
型
子
　
キ
丼
弘
文
　
安
口
共
ヽ
　
Ｌ
痛
直
子
　
“
上
王

宣
　
山
峙
育
千
　
ユ
ロ
見
潤
　
ユ
吹
僣
子
　
桟
丼
真
歓

枝
Ｌ
去
子
　
横
“
売
遺
　
吉
元
英
試
　
吉
元
質
餞
　
吉
元

奮
栄
　
わ
口
恭
子
　
わ
口
敬
嘔
　
や
口
た
お
ち
　
や
コ
祐

こ
　
液
邊
明
美
　
渡
輩
涸
　
漱
２
春
子

（
卿
劃
副
］
劉
引
剖
刹
］
劉
「
―
―
―
″

一　

募
金
丁
業
は
当
初
　
一
０

一
四
年
十

一
月
末
て
摯
金

一

一一̈
『̈一̈
籠一‐ヽし“̈
一悧剣半靖̈
』̈「象一

一
付
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一■
一̈一押
萎
齢
型

一
名
で
す

匿^
名
希
甲
の
五
三
名
は
お
名
前
の
褐
根
を
い

一

一
ぇ
〓
」
「
』
一
¨

一
』
「
『
鳴
≒
ヽ
」
特
¨
」
集
計
し

一

一
寄
晴
し
た
■

椅
子
キ
の
購
入
代
金
と
そ
の
残
額
を
大

一

一
垣
真
一否
宇
院
に
将
来
の
師
品
購
入
敗
と
し
て
贈
ら
せ
て

一

一「計一」一担」］）『厳̈
計ほ」嗜」轟導̈
蹴一

一
次
回
の
総
会
で
き
報
告
き
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
　
　
　
一
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新
学
合
建
設
募
金
事
業
の
報
告

実
行
委
員
長
　
一高
垣
　
卓

平

を
中
‘
―‥１
１
１
げ
〓
１
た
よ
う
に
　
■
●
〓
が
●
“
●

の
あ

ら
ま

し

に

，
ｔ
●
■
＝
疇
■
０
１
分
ｔ
は

敲
は
同
〓
を
に
Ｌ

，
て
も
　
ｉ
さ
ｔ
く
，
ｍ
，
あ
，
ま
ｔ

■  L =|
■ を 国 含
■ お t ・ ,
● 嵩  ユ  i
t , て 習
て 1'  殿
|や   し   イ1  境
サ■   :  `|  ||
|,の 喘

`,  
た || に

に こ 虫 喘
よ ■ 、こ ,,
る て
=′

・ |あ 脇 ―
決 , 力 =
を ま を Ⅲ
Ⅲ オ t ,
t  い ●
た    い と
き       1   ,

る
|   こ 第

つ 卜: |`
真  |■

て  ホ  |=

」離 i

峰
  で

◆

◆

ム
●
●
宗
■
雌

●
一＝
■
も
台
“
ち
〓
六
十
■

０
肝
■
，

，
，
　
こ
れ
，

て
に
し
＝
名
↑

●
■
■
■
を
＝
出
し
て
き

た
わ
け
で
す
か
　
俯
“
知

の
川
，
　
別
雌

“

一
■
を
断
＝

ι
し
て

て,

助
●

な
る

′̂

lt

,
′

li

l,
71

‖|
果

‖
M
の

●I

“切
I,

I
||

て
あ
●

た

た

さ
ま
|

|,

人
「
新

´
　
●

一●

向

け

て

ま

し

た

|卜  を ||
.■  11
の ,i  :
,1:  l   ll
′:     ,1
方 | [
11  ら  ',
1  ' こ
′t  債
名 7, い
0  と ｀
ら  ,l  ι
り子  = す
晨  I  る
t li ,
た 長 全
[ ‖ ●|
2 を お
' 
● 印
′   し  ,
t ` て
|    ||

興
た
し
て
■
●
は
ど
ご
浄
●
ホ
ヽ
ま
る
０
■

■
い
な
■
ら
の
ズ
′
―
―
て
し
た
“
　
九
Ｉ
水
●
た
●
会

て
は
早
く
ι
＝
＝
↑
■
に
達
し
た
ｔ
“
副
告
が
ヽ
１
　
■

一●
委
●
■

一
同
　
心
か
ら
■
Ｌ
十
る
Ｌ
と
し
に
人
い
に
，

０
合
●
ま
ｔ
た

4
■
●

そ

の
に

―

針

■

Ｍ

の
勢
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